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 武山支援学校では、登校時は８台、下校時は６台のバスが 

たくさんの児童生徒を乗せて運行しています。 

今年度も安全で迅速な運行に努めて参ります。ご理解・ご協力 

をお願いいたします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の日差しが眩しいくらいによく晴れた中、小学部１２名、中学部２０名、高等部１６名（肢体不自由教

育部門を含む）、分教室10名の新入生を迎えました。昨年度に引き続き、今年度も小・中学部、高等部・

津久井浜分教室の 2 回に分けて式を実施しました。小中学部の式では、校歌の歌詞の『武養サイン』を見

て、一緒に手を動かしてみる新入生の姿が見られました。高等部の入学式では、生徒代表による新入生のこ

とばがあり、今後の生活に向けて一生懸命頑張っていきたいという思いを立派に発表していました。元気

な新入生を迎え、学校もさらににぎやかになりました。在校生とともに、楽しい学校生活を送って行きまし

ょう。 

  

 

令和５年4月に異動してまいりました校長の村山でございます。 

“武山支援学校”へ校名を変更し、４月をスタートしています。 

今回の変更を機に気持ちを新たに、特別支援学校としての使命を自覚し、共生

社会の推進の一翼を担っていきます。 

 これまで、在籍していたどの学校でも児童・生徒だけでなく、ここに集まった

もちろん職員も、すべての人が共生社会の担い手になってもらえるよう、何かを

学び、そして、みんなの“ねがい”が形になり「ここに来てよかった！」と言っ

て次のステージに向かっていけるような学校づくりを目指してきました。 

この学校でもコミュニティースクールを中心に保護者の方々や地域の皆様方

にご協力をいただくことで、一つ一つ、“ねがい”を形にしてきたいと思ってい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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登校：赤・青・黄・橙・紫・緑・ピンク・ブラウンの計８コース 

下校：赤・青・黄・橙・紫・緑コースの計６コース 
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センター的機能について  

 

 
 

 

 

 

 
                           

 

 

                  相談について  

相談チームでは、地域の子どもたちの様々な特性に応じた指導や支援の相談をお受けしています。発達

のみとりから食事や着替え、排泄やコミュニケーション、姿勢や運動機能など、子どもの発達面での困り

感についての相談をお受けし、一緒に考えさせていただきます。実際に児童・生徒を観察、評価し、チー

ムで具体的な支援の手立てや方法を考えて、個に応じた支援策を提案させていただきます。また、地域や

保護者の方からの電話、来校相談等もお受けいたします。OTや PT、ST、心理職によるアセスメントや

カンファレンスを実施することもできますので、支援グループ相談チームまでご連絡ください。 

武山支援学校 支援室 ☎046-856-9687 （担当：甲斐、藤田、久一） 

 

 

 

本校では、高等部の生徒を中心に自力通学を行っています。徒歩 

で通っている児童生徒の他、公共交通機関を利用して通学している 

生徒もいます。利用のバス停は武山住宅や一騎塚で、様々な方面か 

ら登下校をしています。自力通学に当たっては、練習を重ね様子を見ながら行っていますが、突発的に起

こったことに対して、その場に応じた対応が難しい児童生徒もいます。そのような生徒を見かけた場合に

は、武山支援学校までご連絡をいただければ幸いです。また、通学支援員と一緒に登下校している生徒も

います。保護者の方で希望される方は担任まで問合せください。 

 
 

 

【５月の行事予定】 
12日(金) A 部門校外学習 

16日(火) 小２・４・６年遠足 

17日(水)～19日(金) 高２年宿泊学習 

19日(金) 分２年校外学習 高校交流 

23日(火) 小１・３・５年遠足 

26日(金) 第 55回 PTA総会 

      高 1年遠足 

30日(火) 中 1年遠足 

 

 

【編集後記】 
令和5年度の第１号はいかがでしたでしょうか。４月から

校名が武山養護学校から武山支援学校へと変わり、このおた

よりも【～武山支援学校～武山びより】として生まれ変わり

ました。これからも地域のみなさまや、保護者のみなさまに

親しまれるよう、学校の情報をお届けしてま 

いります。ご意見・ご感想などあれば、是非 

お気軽に連携チームまでお寄せください。 

 

 

 

武山支援学校支援グループでは、児童・生徒の「自立」と「社会参加」の実現のために、子どもた

ちが地域社会で生き生きと暮らせるよう就学時から卒業後までの切れ目のない支援に取り組んでい

ます。地域の教育センターとしての機能を果たすべく、地域の学校生活に困難を抱えている幼児・児

童・生徒等への指導・支援や施設・設備の提供、またその保護者やかかわる教員等に対しての教育相

談、情報提供、研修会講師等の役割を担っております。また、相談チームの教育相談コーディネータ

ーと心理職を中心に横須賀・三浦・逗子・葉山の三浦半島にある小中学校への巡回相談等を行い、障

害理解やインクルーシブ教育の推進にも努めております。「たけやまタウンミーティング」をはじめ、

今年度も本校主催の公開研修講座を２講座企画しており、地域の皆様と共生社会の実現に向けた学び

の場や情報発信に努めていきたいと思っております。 

 

センター的機能について  


